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学生へのメッセージ

◆学生の皆さんへ
夏休みが終わり後期に入ります。また学生モードに
なって勉学に取り組むようにしましょう。最終学年の
皆さんは、実習の大詰めを迎え、あとは卒試国試へ
の備えを整える時期となります。
3年生の専門学校の魅力は、最短で国家資格が取
れるということです。タイトな時間を乗り越えて本懐を
遂げるようにしてください。

慮る（おもんばかる）という言葉があります。周囲
の状況などをよく考慮することで、思い巡らすとい
う意味を持っています。相手の境遇や状態、また
は感情などに思いを巡らせ、配慮するといった意
味です。
良い医療従事者になるためには、これが必要で
す。いくら技に長けていても、知識が豊富でも、慮
ることができなければ半人前です。
優しくて親切で慮ることができれば完璧です。す
ぐには難しいですが、一日ひとつずつの善行を積
むことで徐々にできるようになってきます。是非今
から意識して取り組むようにしてください。

◆医療従事者に必要な資質 その３
その１：技 その２：知識 その３：心
この3つが医療従事者に不可欠な資質です。

今回はその３の心について話をします。

いくら知識があっても、技術があっても、それは必
要条件を満たしているにすぎず、医療従事者として
の心を備えることで、十分条件を満たすことになりま
す。
昔、「赤信号、老人、子ども、白い杖」という交通
標語がありました。社会的な弱者である老人、子ど
も、白い杖（体の不自由な方）には一層気を付けよ
うという意味です。
患者さんも同じように社会的な弱者といえます。
体を病み、心を病んで病院に診察に来ているので
す。辛い思いをかかえているのです。
そのような患者さんには、医療従事者の優しさが
身にしみます。笑顔、優しいまなざし、言葉掛け、
気遣いなど。それで患者さんの気持ちは救われる
のです。

◆つみかさね 坂村真民

一球一球のつみかさね

一打一打のつみかさね

一歩一歩のつみかさね

一坐一坐のつみかさね

一作一作のつみかさね

一念一念のつみかさね

つみかさねの上に 咲く花

つみかさねの果てに

熟する実

それは美しく尊く

真の光を放つ

いい言葉
おはようと挨拶をする
ありがとうとお礼をいう
脱いだ靴をそろえる

教育の父、森信三先生が、子どものしつけは上
の三つだけでいいといわれています。それもひと
つ、ふたつ、、、九つと「つ」が付く間にだそうで
す。おとなでも、おはようの挨拶すらできない人が
います。ましてや、靴を揃える人がどれだけいる
か、はなはだ疑問です。
子どもは親のいうことはしませんが、親のするこ
とは真似をします。親がスマホやテレビばかりみ
て、子どもの本を読めといっても子どもは読みま
せん。子は親の鏡とも、どの子も育つ親次第とも
いいます。
皆さんも、今からでも遅くはありません。友達同
士、家族同士、家でも学校でも、挨拶ができ、感
謝しあえる雰囲気にしていきましょう。


